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(57)【要約】
【課題】　使用者の接触を感知する接触感知部と電動で
制動が可能な電動装置を用いてコントロールパネルの高
さを調節することで、使用者が超音波診断機を便利に使
用できるようにする、接触を通してコントロールパネル
の高さ調節が可能な超音波診断機を提供する。
【解決手段】 コントロールパネルと、前記コントロー
ルパネルの高さを調節する電動装置と、接触を感知し、
選択信号を生成する接触感知部と、前記選択信号によっ
て前記電動装置を制御する制御部とを含む接触を通して
コントロールパネルの高さ調節が可能な超音波診断機を
構成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
コントロールパネルと；
前記コントロールパネルの高さを調節する電動装置と；
接触を感知し、選択信号を生成する接触感知部と；
前記選択信号によって前記電動装置を制御する制御部と；を含む接触を通してコントロー
ルパネルの高さ調節が可能な超音波診断機。
【請求項２】
前記コントロールパネルは、ハンドル部を有し、
前記接触感知部は、
前記コントロールパネルの前記ハンドル部に装着されることを特徴とする請求項１に記載
の接触を通してコントロールパネルの高さ調節が可能な超音波診断機。
【請求項３】
前記接触感知部は、
使用者の接触状態を表示するＬＥＤを含むことを特徴とする請求項１または２に記載の接
触を通してコントロールパネルの高さ調節が可能な超音波診断機。
【請求項４】
前記接触感知部は、
圧力センサー、静電容量センサー及び温度センサーのうち少なくとも何れか一つを含むこ
とを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載の接触を通してコントロールパネルの
高さ調節が可能な超音波診断機。
【請求項５】
前記選択信号は、
前記接触感知部の接触時間によって分類されることを特徴とする請求項１ないし４のいず
れかに記載の接触を通してコントロールパネルの高さ調節が可能な超音波診断機。
【請求項６】
前記電動装置は、
電動で駆動されるブレーキを含むことを特徴とする請求項１ないし５のいずれかに記載の
接触を通してコントロールパネルの高さ調節が可能な超音波診断機。
【請求項７】
前記超音波診断機は、前記制御部の出力により、前記電動装置の動作状態を表示する動作
表示部をさらに含むことを特徴とする請求項１ないし６のいずれかに記載の接触を通して
コントロールパネルの高さ調節が可能な超音波診断機。
【請求項８】
前記動作表示部は、
ＬＥＤ、スピーカー及びディスプレイのうち少なくとも何れか一つであることを特徴とす
る請求項７に記載の接触を通してコントロールパネルの高さ調節が可能な超音波診断機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断機に関するもので、より詳細には、使用者の接触を感知する接触
感知部及び電動で制動が可能な電動装置を用いてコントロールパネルの高さを調節できる
ようにした、接触を通してコントロールパネルの高さ調節が可能な超音波診断機に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、超音波診断機は、被検体の体表から体内の所望の部位に向かって超音波信号を
照射し、反射された超音波信号（超音波エコー信号）の情報を用いて軟部組織の断層像や
血流情報を無侵襲で得る装置である。この装置は、Ｘ線診断装置、ＣＴスキャナー（Ｃｏ
ｍｐｕｔｅｒｉｚｅｄ　Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ　Ｓｃａｎｎｅｒ）、ＭＲＩ（Ｍａｇｎｅ
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ｔｉｃ　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　Ｉｍａｇｅ）、核医学診断装置などの他の画像診断装置と
比較して、小型でかつ低廉である、実時間で表示可能である、Ｘ線などの被爆なしに安全
性が高い、などの長所を有しており、心臓、腹部、泌尿器及び産婦人科診断のために広く
用いられている。
【０００３】
　特に、従来の超音波診断機には、使用者（ユーザー）が使う測定モードと機能を選択し
、ディスプレイ上に表示される超音波画像を最適化するためのコントロールパネルが備え
られている。このコントロールパネルにはタッチスクリーンが設置されており、そこに表
示されるメニューを選択してディスプレイ上に表示される超音波画像を最適化する。更に
このコントロールパネルには、ディスプレイ上に表示されたカーソルを移動させ、シネ映
像から必要な映像を検索する機能を提供するトラックボールや、テキスト情報を入力し、
測定モードによってそれをスキップする機能（短縮キー機能）を有するキーボード等も備
わっている。
【０００４】
　上述した内容は、本発明の背景技術を理解するために記載したものであって、本発明の
属する技術分野で広く知られた従来技術全てを意味するものではない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の超音波診断機では、そこに取り付けてあるレバーなどの機械的手動装置を用いて
コントロールパネルの高さ調節を行っていた。そのため、使用者(ユーザー）は、超音波
診断時に高さ調節が必要な場合、診断を中止し、レバーを用いて手動でコントロールパネ
ルの高さを調節しなければならなかった。したがって、このような不便さを改善する必要
性が要請されていた。
【０００６】
　本発明は、上記のような必要性によってなされたもので、その目的は、使用者の接触を
感知する接触感知部と電動で制動が可能な電動装置を用いて、使用者が便利に超音波診断
を行えるように使用者との接触を通してコントロールパネルの高さを調節できるようにし
た超音波診断機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明において、超音波診断機は、コントロールパネルと、コントロールパネルの高さ
を調節する電動装置と、接触を感知して選択信号を生成する接触感知部と、選択信号によ
って前記電動装置を制御する制御部とを備える。
【０００８】
　本発明で、コントロールパネルは、ハンドル部を有し、接触感知部は、コントロールパ
ネルのハンドル部に装着される。
【０００９】
　前記接触感知部は、使用者の接触状態を表示するＬＥＤ（light emitting diode）であ
ってよい。
【００１０】
　また、前記接触感知部は、圧力センサー、静電容量センサーおよび温度センサーのうち
少なくとも何れか一つであってよい。
【００１１】
　前記の選択信号は、接触感知部の接触時間によって分類（区分）される。
【００１２】
　本発明の超音波診断機の電動装置は、電動で駆動されるブレーキを備えている。
【００１３】
　本発明の超音波診断機は、制御部の出力により電動装置の動作状態を表示する動作表示
部を備えている。
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【００１４】
　前記の動作表示部は、ＬＥＤ、スピーカー及びディスプレイのうち少なくとも何れか一
つを備えている。
【発明の効果】
【００１５】
　以上の記載から明らかなように、本発明による超音波診断機を用いれば、使用者の接触
を感知する接触感知部と、電動で制動が可能な電動装置を用いてコントロールパネルの高
さを調節することができるので、使用者は、超音波診断時の操作を便利に行うことができ
るようになる。
【００１６】
　また、本発明の超音波診断機によれば、動作表示部を通して電動装置の動作状態と動作
開始時刻を明確に把握し、決定することができるので、使用者が、コントロールパネルの
高さを一層容易に調節することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施例に係る超音波診断機を概略的に示した構成図である。
【図２】本発明の一実施例に係る動作表示部を含む超音波診断機を示した構成図である。
【図３】本発明の一実施例に係る接触を通してコントロールパネルの高さ調節が可能な超
音波診断機を示した例示図である。
【図４】本発明の一実施例に係る接触感知部を示した例示図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、添付された図面を参照して、本発明に係る接触を通してコントロールパネルの高
さ調節が可能な超音波診断機の一実施例を説明する。この説明過程で、図面に示した線の
太さや構成要素の大きさなどは、説明の明瞭性と便宜のために誇張されて示されることが
ある。また、後述する各用語は、本発明の機能を考慮して定義された用語であり、使用者
及び運用者の意図または慣例によって変わり得る。したがって、これら各用語は、本明細
書の全般内容に基づいて定義されるべきである。
【００１９】
　図１は、本発明の一実施例に係る超音波診断機を概略的に示した構成図である。
【００２０】
　図１に示すように、本発明の一実施例に係る超音波診断機は、コントロールパネル１０
、電動装置２０、接触感知部３０及び制御部４０で構成される。
【００２１】
　以下、本発明の一実施例に係る接触を通してコントロールパネルの高さ調節が可能な超
音波診断機の動作について具体的に説明する。
【００２２】
　超音波診断中にコントロールパネル１０の高低を調節するため、使用者が接触感知部３
０を保持（把持）すると、接触感知部３０は、使用者の接触を感知し、選択信号を生成す
る。
【００２３】
　ここで、接触感知部３０は、圧力センサー、静電容量センサー及び温度センサーのうち
の少なくとも何れか一つであって、そのセンサーを介して使用者の接触を感知し、選択信
号を生成する。
【００２４】
　選択信号は、使用者の接触時間によって分別（classify）されるが、例えば、使用者が
予め定めた設定時間以上に接触感知部３０を保持していると、電動装置２０を動作させる
選択信号が生成される。ここで、設定時間は、たとえば、１秒ないし２秒である。
【００２５】
　選択信号が生成されると、制御部４０は、その選択信号を受信し、電動装置２０を制御
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する。そして、電動装置２０は、制御部４０の制御に従ってコントロールパネル１０の高
低を調節する。
【００２６】
　電動装置２０は、電動で駆動されるブレーキを含んでおり、例えば、ブレーキをオン（
on）したりオフ（off）したりすることができる。すなわち、使用者が設定時間以上に接
触感知部３０を保持していると、電動装置２０は、制御部４０の制御によって制動解除を
行い、使用者はコントロールパネル１０の高低を調節することができる。使用者が接触感
知部３０の接触を止めると、制御部４０の制御によってブレーキが作動し、コントロール
パネル１０が使用者の望む高さに固定される
【００２７】
　本発明の一実施例において、接触感知部３０は、コントロールパネル１０のハンドル部
に装着されており、ＬＥＤが、使用者と接触感知部３０との接触状態を表示する。
【００２８】
　図２は、本発明の一実施例に係る動作表示部を含む超音波診断機を示した構成図である
。
【００２９】
　図２を参照して動作表示部５０を含む超音波診断機の動作について詳しく説明すると、
上述したように、制御部４０は、選択信号を受信し、それによって電動装置２０を制御す
る。
【００３０】
　制御部４０から電動装置２０を制御するために制御信号が出力されると、動作表示部５
０は、制御部４０からの出力を受け、電動装置２０の動作状態を表示する。
【００３１】
　動作表示部５０は、ＬＥＤ５１、スピーカー５２及びディスプレイ５３のうち少なくと
も何れか一つを有していれば良い。
【００３２】
　ＬＥＤ５１が使用される場合を例に挙げて説明すると、使用者が設定時間以上に接触感
知部３０に接触していると、ＬＥＤ５１は青色の光を放って、電動装置２０の制動（ブレ
ーキ）を解除する。一方、使用者が接触感知部３０との接触を止めると、ＬＥＤは赤色の
光を放ち、電動装置２０のブレーキを作動させて制動が行われる。
【００３３】
　上記と同様に、スピーカー５２が使用される場合、制御部４０による制御信号の出力に
よって電動装置２０の制動（ブレーキ）が解除されているときには、長いビープ音をスピ
ーカー５２に出力し、電動装置２０のブレーキ動作によって制動が行われているときには
、短いビープ音をスピーカー５２に出力することで、使用者が電動装置２０の動作状態を
容易に認知することができる。
【００３４】
　更に、ディスプレイ５３が使用される場合には、電動装置２０の制動（ブレーキ）が解
除されているとき、または制動が行われているとき、制御部４０からの制御信号の出力に
よって、文字か図形を表示する。
【００３５】
　ＬＥＤ５１、スピーカー５２またはディスプレイ５３のうちの一つのみを使用するので
なく、それらを協働させて使用すれば、使用者は、電動装置２０の動作状態を一層容易に
認知することができる。
【００３６】
　図３は、本発明の一実施例に係る接触を通してコントロールパネルの高さ調節が可能な
超音波診断機を示した例示図である。
【００３７】
　図３に示すように、使用者は、コントロールパネル１０のハンドル部に装着された接触
感知部３０に接触することで、上述したように、コントロールパネル１０の高低を調節す
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プレイ５３を通して、使用者が電動装置２０の動作状態を容易に認知することができる。
【００３８】
　図４は、本発明の一実施例に係る接触感知部を示した例示図である。
【００３９】
　図４に示すように、接触感知部３０はＬＥＤ３１を備えており、使用者が接触感知部３
０へ接触しているか否かの状態を表示する。例えば、ＬＥＤ３１は、使用者が接触感知部
３０に接触している間は黄色を表示し、使用者が接触感知部３０との接触を止めると橙色
を表示することで、使用者が、接触感知部３０に接触しているか否かを判断することがで
きる。
【００４０】
　上記のように、本発明に係る接触を通してコントロールパネルの高さ調節が可能な超音
波診断機を用いれば、使用者の接触を感知する接触感知部と電動で制動が可能な電動装置
によってコントロールパネルの高さを調節することができるので、使用者は超音波診断を
便利に行うことができる。
【００４１】
　また、動作表示部に表示される情報から電動装置の動作状態と動作開始時刻を明確に把
握することができるので、使用者がコントロールパネルの高さを調節するのが更に容易に
なる。
【００４２】
　本発明は、図面に示した実施例に基づいて説明されたが、これは例示的なものに過ぎず
、当該技術に属する分野で通常の知識を有する者であれば、この実施例を通して多様な変
形及び同等な他の実施例を創案することが可能である。以上により、本発明の技術的な保
護範囲は、下記に述べる特許請求の範囲によって定められる。
【符号の説明】
【００４３】
１０　コントロールパネル
２０　電動装置
３０　接触感知部
３１，５１　ＬＥＤ
４０　制御部
５０　動作表示部
５２　スピーカー
５３　ディスプレイ
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面板的高度可以通过包括超声波诊断机在内的触点进行调节。 [选型图]
图1
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